
- 262 -

４　監査結果報告　　平成３０年３月３０日

監査の結果（指摘事項） 措置（具体的内容）・対応状況

【タイムズグループ】
（１）協定書に定められた報告書等について
次のとおり不適切な事例が見受けられた。不備のない適切な事務処理を

行うこと。

【　措置済　】　　平成２９年１２月２０日
ア 基本協定書第３５条に基づく管理業務完了届が市へ提出されていな
かった。

　指摘を受け、速やかに管理業務完了届を市へ提出した。

【　措置済　】　　平成３０年　３月　６日
イ 基本協定書第４３条に基づく保険契約の証券が市へ提示されていな
かった。

　指摘を受け、速やかに保険証書を市へ提示した。

（２）収支会計処理について 【　措置済　】　　平成３０年　３月３０日
収支状況報告において、消耗品費と通信費の計上額が誤っていた。不備

のない適切な事務処理を行うこと。
　誤っていた消耗品費と通信費の計上額については、速やかに訂正すると
ともに訂正後の収支状況報告書を改めて提出した。消耗品費と通信費の計
上額が誤っていた原因は証憑である請求書から収支状況報告書への転記ミ
スによるものであり、ダブルチェックするなどチェック体制の強化を図っ
た。

【都市整備部道路管理課】
（１）備品管理について 【　措置済　】　　平成３０年　３月２９日
指定管理者に貸与している備品について、備品台帳と現品の照合結果記

録が残されていなかった。実査を実効のあるものとするため、実査した記
録を文書として残すこと。

　実査の際に使用している一覧表について文書で残すこととした。平成３
０年３月２９日に実査を実施し、文書を残した。

平成２９年度　公の施設の指定管理者監査の結果（指摘事項）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成３０年１月１８日

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　タイムズグループ（四日市市営中央駐車場、四日市市営本町駐車場）

　　　　　　　　　　都市整備部道路管理課（指定管理に関する事務の所管所属）
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４　監査結果報告　　平成３０年３月３０日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【タイムズグループ】
（１）事業報告書について 【　措置済　】　　平成３０年　４月２７日
ア 事業計画書において自主事業が提案されているが、事業報告書にその
結果について記載されていない。事業計画書に挙げた事業については、実
施できなかった場合であっても、協議・検討した内容やその結果を事業報
告書に記載すること。【改善事項】

　自主事業として提案していたカーシェアリングについては平成２６年度
当初より市と協議を行ってきたが、実施について現状では難しいという結
果となり、平成２９年度実績報告書に協議検討した内容を記載した。

【　措置済　】　　平成３０年　４月２７日
イ 事業報告書に利用者アンケートの結果について記載されている。利用
者の意見への対応として「四日市市様と協議してまいります。」と記載さ
れているものがあるが、協議内容や結果について示されていない。協議が
行われた場合はその内容や結果について記載すること。【改善事項】

　平成３０年度から、利用者の意見への対応について市と協議した内容や
結果を事業報告書に記載することとした。

（２）施設の清掃について 【　措置済　】　　平成３０年　３月２２日
ゴミの集積場となっている箇所にゴミが長期間置かれている事例や、施

設の周囲の樹木が隣の敷地にはみ出している事例、枯れ草が残っている事
例などが見受けられた。施設内や周囲を点検し、清掃管理を徹底するこ
と。【改善事項】

　ゴミ集積場に長期間放置されていたゴミは速やかに撤去処分した。ま
た、本町駐車場の植栽は剪定を行い、隣の敷地にはみ出さないようにし
た。今後についても同様に、ゴミは速やかに撤去したり、定期的に剪定す
るなどして清掃管理を行うこととした。

（３）監視カメラ画像の個人情報の管理について 【　措置済　】　　平成３０年　３月３１日
カメラ画像には利用者の個人情報が含まれている。画像データ等の取扱

いについては「四日市市防犯カメラの設置及び運用に関する条例」に準じ
て、適正な管理に努めること。【要望事項】

　カメラ画像データ等について、「四日市市防犯カメラの設置及び運用に
関する条例」に準じた保存期間内での管理を行うとともに、再度、現場管
理人及び統括責任者に漏えいの防止など適正な管理を行うことを周知し
た。また、平成３０年度から事業計画書に当該条例を順守する旨を明記し
た。

３　監査実施期間　　平成３０年１月１８日

平成２９年度　公の施設の指定管理者監査の結果（意見）に基づく措置状況等の報告

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　タイムズグループ（四日市市営中央駐車場、四日市市営本町駐車場）

　　　　　　　　　　都市整備部道路管理課（指定管理に関する事務の所管所属）

- 263 -



- 264 -

（４）収支状況の報告について 【　措置済　】　　平成３０年　３月３０日
現契約では剰余金の６１％を市へ納入することとなっており、一般管理

費といった間接経費においては、算出方法により市への納入金額が変動す
る要素になり得る。収支の適正性を市へ示すため、収入・支出の裏付けと
なる関係証憑を所管課へ提示すること。【改善事項】

　機械のシステム及びグループ間の取り決め等のため、個別の証憑を添付
することが困難な間接経費において積算根拠を示せるよう証明資料を所管
課の道路管理課に提示することとした。

【都市整備部道路管理課】

（１）指定管理者への指導監督について 【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日
ア 誤った金額で収支状況報告が提出されており、収支に関する決算内容
の確認が所管課として十分に実施されていなかった。定期的に収支関係書
類の抜き取り調査を行うなど牽制体制の充実を図り指導監督を徹底するこ
と。【改善事項】

　証憑である請求書から収支状況報告書への転記ミスにより、計上額に誤
りがあったため、速やかに訂正後の収支状況報告書を改めて提出してもら
うとともに、今後は実際に支払った証憑ごとに記載するよう指導した。定
期的に収支関係書類の抜き取り調査を行うなどして牽制体制の充実を図る
とともに、指導監督を強化する。

【　継続努力　】　　平成３１年　３月３１日

　月例報告で提出された収支状況について利用明細等により確認を行っ
た。平成３０年度の収支状況報告が４月には提出されるが、その際には証
憑の調査を行い、金額が適正かどうか確認する。今後も引き続き複数職員
での確認を行うなどチェック体制を強化し、指導・監督を徹底していく。

【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日

イ 市へ提出されている収入明細の元となるデータや資料について、確認
がなされていなかった。所管課として事業収支実績数値の妥当性を確認す
ること。【改善事項】

　精算機の入出庫に係る売上のデータは、機械のシステムで逐次事業所へ
転送され駐車場管理事務所においては管理されていないため、当該データ
の確認はできなかった。市へ提出されている収入明細と実際の料金収入額
との照合を行うため、市が直接事業所に出向き、元データや資料などを基
に事業収支実績数値の妥当性を確認する。

【　措置済　】　　平成３１年　３月１８日

　市が直接事業所に出向き、収入明細作成の手順・仕組みについて検証を
行い、精算機の入出庫に係る売上のデータを確認し、事業収支実績数値が
妥当であることを確認した。今後も収支報告書等の確認を充分に行ってい
く。

（２）作業の履行確認について 【　措置済　】　　平成３０年　５月２１日
事業計画書において、清掃や樹木の伐採等の作業の頻度について記載さ

れている。計画どおり行われているかについて、所管課は毎月の調整会議
で、実施箇所・日時等の確認を行うなど定期的に牽制すること。
【改善事項】

　日常の清掃等について、抜き打ちで数回現場にて履行を確認した。ま
た、５月の調整会議において、毎日（平日のみ）中央駐車場及び本町駐車
場敷地内の清掃等を行っていることを確認した。今後も調整会議において
定期的に確認することとする。
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（３）監視カメラの設置について 【　措置済　】　　平成３０年　３月１６日
中央駐車場に設置されている監視カメラのモニターが、故障により映像

が全く映らず、映像収録もできていない状態となっている。運営に支障が
生じないよう、速やかに指定管理者と協議し、修理するか、更新するか対
応すること。
また、現在、監視カメラとモニターは指定管理者の所有となっている

が、駐車場の運営において必要不可欠な設備であることから、市の所有と
するのが望ましいと考えられる。今後更新していくにあたっては、市の備
品として設置するよう検討すること。【改善事項】

　モニターが映らないのは、レコーダーが故障していることが原因であっ
たため、市で買い替え、備品として設置した。また、指定管理者と協議を
行った結果、監視カメラとモニターを市に寄付していただいた。

（４）施設の老朽化について 【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日

特に本町駐車場では、各所に施設・設備の老朽化による劣化や不具合が
見受けられる。安全性の確保だけでなく見栄えの改善のためにも、計画的
に修繕や更新を実施していくこと。【要望事項】

　指定管理者とともに施設修繕費を活用し、誘導灯やドアクローザーなど
の不具合部分の修繕を行った。そして、指定管理者との協議の結果、平成
３０年度は防火戸やドアクローザーなどの修繕や更新を実施する計画を立
て、修繕・更新を実施する。これからも指定管理者と協議しながら修繕や
更新を実施していく。

【　措置済　】　　平成３１年　３月　３１日
　指定管理者と協議し平成３０年度に実施するとして計画していた老朽化
した防火戸及びドアクローザーの修繕・更新について、協定書に定められ
た経費負担区分に基づき、指定管理者により実施した。
　今後もアセットマネジメント計画を実行していくとともに、その他修繕
についても指定管理者と協議し実施していく。

- 265 -



- 266 -

４　監査結果報告　　平成３０年３月３０日

監査の結果（指摘事項） 措置（具体的内容）・対応状況

【ＪＮ体協グループ】
（１）協定書に定められた報告書等について 【　措置済 　】　　平成２９年１２月１９日

基本協定書第３６条に基づく計算書類及び監査報告書が市へ提出されて
いなかった。不備のない適切な事務処理を行うこと。

　未報告書類を確認し提出した。今後、適切な事務処理を行うよう徹底し
た。

（２）現金等の管理について 【　措置済　】　　平成２９年１２月１９日
　現金出納簿において、修正液による字句訂正がなされていた。不備のな
い適切な事務処理を行うこと。

　訂正箇所に訂正印を押印した。今後は、訂正がないよう記入時に注意す
るとともに、訂正する場合には、誤った部分を２本線で消し、訂正印を押
すことを周知・徹底した。

平成２９年度　公の施設の指定管理者監査の結果（指摘事項）に基づく措置状況等の報告

３　監査実施期間　　平成３０年１月１８日

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　ＪＮ体協グループ（四日市ドーム）

　　　　　　　　　　教育委員会スポーツ課（指定管理に関する事務の所管所属）
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４　監査結果報告　　平成３０年３月３０日

監査の結果（意見） 措置（具体的内容）・対応状況

【ＪＮ体協グループ】
（１）現金等の管理について 【　措置済　】　　平成３０年　１月１８日
　収納した施設使用料を数日分ずつまとめて金融機関に払い込んでおり、
一部は収納してから数か月後に払い込んでいるものもあった。事故を予防
するため、現金の管理についてより厳格な運用とするよう見直すこと。
【改善事項】

　収納金額が５万円以上となった場合に即日入金するよう徹底し、５万円
に満たない場合にも収納から１週間を超えて保管しないよう改めた。今後
も金銭事故の防止を徹底していく。

（２）パンフレットについて 【　措置済　】　　平成３０年　１月１８日
　パンフレットに使用料について記載されているが、割増・割引といった
特例について、活字が小さく読みづらい。多くの市民が読みやすいように
文字を大きくするなど工夫すること。【改善事項】

　パンフレットを配布する際、活字を大きくした利用料金表を準備し、配
布するよう改めた。また、特例時の利用料金についても利用料金早見表を
作成し、利用者にわかりやすく伝える工夫をした。

（３）大型コンサートの誘致について 【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日
　今後も市や、四日市ドームの魅力等をコンサート運営会社に情報発信
し、大型コンサートを再誘致できるよう誘致活動を継続していく。

【　措置済　】　　平成３０年１１月１４日
　市や四日市ドームの魅力等をコンサート運営会社に情報発信し、大型コ
ンサートの誘致活動を行った結果、平成２８年度と同様の大型コンサート
の誘致に成功し、平成３１年度に開催することとなった。今後も誘致活動
を積極的に行っていく。

３　監査実施期間　　平成３０年１月１８日

平成２９年度　公の施設の指定管理者監査の結果（意見）に基づく措置状況等の報告

１　監査の種類　　　公の施設の指定管理者監査

２　監査対象　　　　ＪＮ体協グループ（四日市ドーム）

　　　　　　　　　　教育委員会スポーツ課（指定管理に関する事務の所管所属）

　平成２８年度は、大型コンサートの誘致に成功し、利用者と収入の増加
を達成している。市民の期待に応えるため、民間企業のノウハウや利点を
活かし、大型コンサートの誘致ができるよう今後も努力すること。
【要望事項】
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（４）収支予算計画について 【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日
　使用する前年度に大規模イベントや大会などの予約の受付を行ってい
る。今後は、事業計画作成時点で把握できているイベントや大会の料金収
入をもとに収支予算を策定することで、実績値と予算に乖離が少なくなる
よう努める。

【　措置済　】　　平成３１年　３月３１日
　平成３１年度の事業計画書において、大型コンサートの開催による収入
の増加を見込んで収支計画書を策定し、市へ提出した。今後も継続して、
事業計画作成時点で把握できているイベントや大会の料金収入をもとに確
実性の高い収支予算を策定するよう努める。

【教育委員会スポーツ課】
（１）指定管理者への指導監督について 【　措置済　】　　平成３０年　７月１０日
　基本協定書に定められた報告書等が市へ提出されておらず、また、指定
管理者の現金等の管理について不適切な事例や改善が必要な事例が見受け
られた。定期的に収支関係書類の抜き取り調査を行うなど牽制体制の充実
を図り指導監督を徹底すること。【改善事項】

　基本協定書に定められた報告書等の不足について提出物一覧表を作成
し、報告漏れがないよう徹底した。また、現金等の管理について、収支金
額確認手順書を作成し、抜き取り調査を実施した。

（２）施設の老朽化について 【　継続努力　】　　平成３０年１０月　１日
　毎月開催される調整会議時に指定管理者から提出される修繕一覧表をも
とに修繕が必要な設備等の把握をしている。今後も、市と指定管理者で協
議を行い、施設の劣化状況を把握するとともに、緊急性・安全性の観点か
ら優先順位を定め、利用者が施設を安全に利用できるよう計画的な施設整
備を実施する。

【　措置済　】　　平成３１年　３月２２日
　毎月開催される調整会議において、指定管理者から提出される修繕一覧
表をもとに修繕が必要な設備等を把握しており、平成３１年度は、屋根の
一部の修繕工事を実施することとなった。今後も引き続き、市と指定管理
者で協議を行い、施設の劣化状況を把握するとともに、緊急性・安全性の
観点から優先順位を定め、利用者が施設を安全に利用できるよう計画的な
施設整備を実施していく。

（３）点字ブロックについて 【　措置済　】　　平成３０年 ３月３０日
　点字ブロックが繋がっていない箇所や、点字表記された案内板が設置し
てあるにもかかわらず、点字誘導ブロックが案内板まで敷かれていない事
例が見受けられた。障害者の視点に立って施設全体を点検し、より多くの
人が利用しやすい施設となるよう改善すること。【改善事項】

　施設全体を点検し、剥離していた点字ブロックの修繕及び入口から案内
板、事務所入り口までにおける点字ブロックの新設をした。また、施設館
内案内板に点字表示を追加し、より多くの方が利用しやすい施設となるよ
う改めた。

　四日市ドームは建設から２０年が経過しており、経年劣化が起きている
箇所が見受けられる。指定管理者の保守点検報告においても、修繕を要す
るものとして数多く報告されている。指定管理者と協議の上、修繕・更新
が必要なものについて優先順位を付け、適切に予算措置を講じて計画的に
実施していくこと。【要望事項】

　平成２８年度決算状況をみると、予算と実績が大きく乖離している。収
支差が０円になるように予算が組まれているが、実績は約１，２００万円
の利益が出ている。その主な要因は、大型コンサートの実施により収入が
予定より約１，１００万円増加したことによるものである。実績値と乖離
しすぎることのないよう、大型イベントの開催による収入の増加など見込
めるものはできるだけ織り込み、根拠ある確実性の高い収支予算を策定す
ること。【改善事項】
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